
第２部：補助犬同伴の社会参加について～相互理解の観点から～ 

第5回 

2017年5月22日（月） 10：30〜15：00 
衆議院 第一議員会館１Ｆ 国際会議室 東京都千代田区永田町二丁目2－1 

参加費：無料  手話通訳・要約筆記あり 

主催：身体障害者補助犬を推進する議員の会 
TEL:03-3508-7303 FAX:03-3508-3303 

第1部 10：30〜12：00 

「障害理解の最前線 
～障害の社会モデルを知る～」 
講師：星加 良司氏 （東京大学大学院教育学研究科
付属バリアフリー教育開発研究センター 専任講師） 

第2部 13：30〜15：00 

「補助犬同伴の社会参加について
～相互理解の観点から～」 
パネリスト：各補助犬ユーザー 

身体障害者補助犬法成立15年記念 
【ほじょ犬の日啓発シンポジウム2017】 

障害者理解の最前線 
～障害の社会モデルを知る～ 
 

お問い合わせ 
阿部知子事務所 栗原 

近年、障害を社会的な問題として捉えていこうという認識が広まっています。障害者に
とって主要な問題は、社会生活を送る上での困難があるということではないでしょうか。
障害のある人もない人も、安心して活躍できる社会を作るためにも、障害の社会モデル
について学び合いたいと思います。 
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